
イカリソウ（錨草、碇草）
メギ科イカリソウ属（学名：Epimedium）

日本、東アジア、地中海沿岸他原産の
多年草。日本では東北以南に分布し
4月～5月に、距（きょ）と呼ばれる
イカリのようにカールした形の花
をうつむき加減に咲かせる。花色
は赤紫、桃、薄黄色、白など。葉は
秋に紅葉し冬に落葉するタイプと
常緑タイプがある。外国産の原種を
含め、地域変種、自然交雑種、改良交配

品種も出回り、山野草ながら全国どこで
も育てやすい注目の花。（写真提供：佐藤利春）
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＜塩釜税務署よりお知らせ＞

納付書がなくても
納付できるんだね!!

キャッシュレス納付
についてはこちら

申告所得税及び復興特別所得税 消費税及び地方消費税（個人事業者）

納期限
納付の期限

振替納税を
ご利用の場合

振替日

延納分
延納をご利用の場合
※納期限と振替日は同じです。

3月17日（月）
令和7年

3月31日（月）
令和7年

4月23日（水）
令和7年

4月30日（水）
令和7年

6月 2 日（月）
令和7年

C H E C K ! !

注意  申告書提出後に、税務署から納付のお知らせや納付書の送付はありません。

簡単・便利なキャッシュレス納付ほかにも
あります！簡単・便利なキャッシュレス納付ほかにも
あります！

●ダイレクト納付（e-Taxによる口座振替）

●インターネットバンキングによる納付

●クレジットカード納付

●スマホアプリ納付

•初回のみ「振替依頼書」を提出するだけ!
•毎年継続して利用可能!

簡単！メリット

1

•振替日に預貯金口座から自動で引き落とし!
•納付を忘れる心配なし!
※残高不足等で引き落としができない場合は、納期限の翌日から
　納付日まで延滞税がかかる場合があります。

便利！メリット

2

のメリット振替納税

令和6年分 確定申告
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　国税庁では、令和5年6月に公表した「税務行政のデジタル・トランスフォーメーション－税務行政の将来像
2023－」に沿って、「事業者のデジタル化促進」を進めていくこととしています。
　事業者の皆様が、ご自身の税務手続きのオンライン利用を含めたデジタル化の現状を確認し、今
後、デジタル化を進める際の参考となるようチェックシートを作成しましたので、ご活用ください。
【仙台国税局ＨＰ「デジタル化チェックシート」掲載ページ】
https://www.nta.go.jp/about/organization/sendai/jigyosyadeji/checksheet/index.htm

詳しく知りたい方はこちら

　このチェックシートは、事業者の皆様のデジタル化（ペーパーレス、キャッシュレス）についての状況を自己チ
ェックしていただき、デジタル化を進めるに当たっての各ツールや手続きに関して理解を深めていただくことを
目的としたシートです。各手続きの詳細は、下段の二次元コードから各HP等をご覧ください。

法人事業者用 デジタル化チェックシート

❶ペーパーレス

❷キャッシュレス

各
税
目
別

□導入済み
□導入済み
□導入済み

□検討中
□検討中
□検討中

□予定なし
□予定なし
□予定なし

□紙の納付書
□紙の納付書
□紙の納付書

　支払全般
クレジットカード決済の導入
インターネットバンキングの導入
Peppol・全銀EDIの導入
　電子納税（キャッシュレス納付）

チェック項目 チェック欄

法人税
消費税
源泉所得税

□ダイレクト納付　□クレジットカード　□インターネットバンキング
□ダイレクト納付　□クレジットカード　□インターネットバンキング
□ダイレクト納付　□インターネットバンキング

各
ツ
ー
ル
の
導
入

各
税
務
手
続

□自社・市販のソフトウェア
□自社・市販のソフトウェア
□導入済み
□導入済み
□導入済み
□導入済み

□対応済み
□適用済み（□優良帳簿）
□適用済み
□申請済み

□ALL e-Tax
□e-Tax
□完全電子化
□e-Tax
□e-Tax申請（PDF受取）

□Excel等の表計算ソフト
□Excel等の表計算ソフト
□検討中
□検討中
□検討中
□検討中

□検討中
□検討中
□検討中

□e-Tax

□一部電子化

□e-Tax申請（紙受取）

□手書き
□手書き
□予定なし
□予定なし
□予定なし
□予定なし

□対応中（猶予措置）
□予定なし
□予定なし
□予定なし

□紙提出
□紙提出
□紙作成
□紙提出
□紙申請（紙受取）

　請求書等のデジタル化
　帳簿のデジタル化

　税務手続きのデジタル化

チェック項目 チェック欄

クラウド会計ソフトの導入
デジタルインボイスの導入
全銀EDI（DI-ZEDI）の導入
AI-OCR の導入
電子帳簿保存法
　　電子取引データの保存
　　帳簿・書類のデータ保存
　　スキャナ保存
IT導入補助金の申請

法人税申告
消費税申告
年末調整
法定調書
納税証明書

各
制
度
別
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一
月
二
十
二
日　
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ド
パ
レ
ス
塩
釜

で「
林
家
正
蔵
」師
匠
を
迎
え
て
、
新
春
講
演
会
を
開

催
い
た
し
ま
し
た
。
会
場
に
は
、
た
く
さ
ん
の
お
客

様
に
お
越
し
頂
き
、
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
講
演
会
は
、
冒
頭
、
法
人
会
の
印
象
に
つ
い
て
お

話
し
さ
れ
、
そ
の
後
、
講
演
、
お
弟
子
さ
ん
の
落
語
、

最
後
は
師
匠
の
落
語
で
締
め
く
く
ら
れ
ま
し
た
。
講

演
で
は
、
幼
少
時
代
の
父
親
の
仕
事
に
対
す
る
思
い

出
、
父
親
の
入
院
中
の
出
来
事
、
歌
舞
伎
と
落
語
の

話
な
ど
を
さ
れ
た
の
ち
、「
明
る
く
元
気
に
一
生
懸

命
」と
い
う
フ
レ
ー
ズ
の
お
話
し
を
し
て
頂
け
ま
し

た
。
そ
れ
だ
け
で
も
と
て
も
楽
し
く
時
が
流
れ
ま
し

た
が
、
そ
の
後
、
宮
城
に
ゆ
か
り
の
あ
る
お
弟
子
さ

ん
で
あ
る
林
家
た
こ
蔵
氏
の
円
卓
、
代
役
の
エ
ピ
ソ

ー
ド
の
噺
等
で
楽
し
み
、
最
後
は
、
師
匠
の
新
聞
の

噺
で
締
め
く
く
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
講
演
会
は
、

十
分
な
く
ら
い
に
時
間
い
っ
ぱ
い
楽
し
く
過
ご
す
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　
腰
を
悪
く
し
て
い
る
中
で
、
長
時
間
の
講
演
、
高

座
を
さ
れ
、
さ
ぞ
お
疲
れ
に
な
っ
た
こ
と
と
思
い
ま

す
が
、
会
場
の
皆
様
に
と
っ
て
は
楽
し
い
時
間
を
過

ご
す
こ
と
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

　
新
春
講
演
会
に
引
き
続
き
、
会
員
交
流
会
を
開
催

し
ま
し
た
。
参
加
い
た
だ
い
た
ご
来
賓
、
会
員
の
み

な
さ
ま
も
な
ご
や
か
に
交
流
い
た
だ
け
た
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。

斎藤会長挨拶（新春講演会）斎藤会長挨拶（新春講演会）

林家正蔵師匠（新春講演会）林家正蔵師匠（新春講演会）

会員交流会会員交流会林家たこ蔵氏（お弟子さん）林家たこ蔵氏（お弟子さん）

新
春
講
演
会
　  

会
員
交
流
会

活
動
フ
ォ
ト
レ
ポ
ー
ト

（
利
府
三
小
児
童
ク
ラ
ブ
）

地
域
社
会
貢
献
活
動 

贈
呈
式

12
月
25
日（
水
）
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鹽
竈
神
社
博
物
館
　
　
　
　
　
　
　

主
事
・
学
芸
員
　
茂
木 

裕
樹

式
年
の
御
修
復
ー
遷
宮（
せ
ん
ぐ
う
）

　
時
代
に
よ
り
境
内
の
様
子
も
変
化
し
て

き
ま
し
た
が
、
本
殿
・
拝
殿
な
ど
の
主
要

な
建
造
物
は
大
き
く
姿
を
変
え
ず
に
現
在

ま
で
継
承
さ
れ
て
い
ま
す
。
三
百
二
十
年

余
の
間
、
御
社
殿
が
変
ら
ぬ
姿
を
保
ち
続

け
て
き
た
の
は
定
期
的
な
御
修
復
が
あ
っ

て
の
こ
と
で
す
。

　
宝
永
元
年
に
現
在
の
御
社
殿
が
竣
工
し

て
以
降
、
ほ
ぼ
二
十
年
間
隔
で
御
修
復
が

重
ね
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
鹽
竈
神
社
で
は
、

こ
れ
を
式
年
の
遷
宮
と
呼
ん
で
い
ま
す
。

江
戸
時
代
に
は
慶
長
・
寛
文
・
宝
永
の
造

営
を
含
め
て
十
一
回
、
近
代
以
降
は
明
治

十
五
年
か
ら
平
成
二
十
三
年
ま
で
七
回
と
、

こ
れ
ま
で
計
十
八
度
の
遷
宮
が
執
り
行
わ

れ
て
い
ま
す
。

　
鹽
竈
神
社
に
お
け
る
遷
宮
は
、
伊
勢
神

宮
の
よ
う
に
御
社
殿
を
新
造
す
る
も
の
で

は
な
く
、
既
存
の
建
造
物
に
修
復
を
加
え

る
も
の
で
、
修
復
工
事
に
際
し
神
様
に
仮

宮
に
御
遷
り
い
た
だ
く
遷
座
が
執
り
行
わ

れ
ま
す
。
別
宮
に
お
け
る
工
事
に
際
し
て

は
、
左
右
宮
拝
殿
内
に
設
け
た
仮
宮
に
別

宮
御
祭
神
の
仮
遷
座
が
な
さ
れ
、
工
事
終

了
後
に
再
び
本
殿
に
御
戻
り
い
た
だ
く
正

遷
座
が
執
り
行
わ
れ
ま
す
。
左
宮
・
右
宮

は
共
に
遷
座
が
な
さ
れ
ま
す
の
で
、
別
宮

と
左
宮
・
右
宮
で
都
合
四
度
の
遷
座
祭
が

執
り
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
わ
け
で
す
。

　
夜
間
に
浄
闇
の
な
か
で
執
り
行
わ
れ
る

遷
座
の
儀
式
は
、
一
般
に
は
拝
観
す
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
が（
①
参
照
）、
御
用
材

を
運
び
入
れ
る
〝
御
木
曳
き
〞
ほ
か
関
連

行
事
で
は
子
供
か
ら
大
人
ま
で
多
く
の

方
々
が
御
奉
仕
に
加
わ
り
ま
す（
②
参
照
）。

文
化
財
を
守
り
伝
え
る

　
本
殿
ほ
か
主
要
な
建
造
物
の
屋
根
は
、

江
戸
時
代
に
は
板
を
葺
き
重
ね
る
杮
葺

（
こ
け
ら
ぶ
き
）で
し
た
が
、
近
代
に
は
桧

の
樹
皮
に
よ
る
桧
皮
葺
（
ひ
わ
だ
ぶ
き
）

に
改
め
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
大
正
末
に

別
宮
拝
殿
と
門
・
東
西
回
廊
、
昭
和
初
期

に
左
右
宮
拝
殿
と
随
身
門
が
銅
板
葺
に
改

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
桧
皮
葺
の
耐
用
年
数
は
三
十
年
か
ら
四

十
年
、
銅
板
葺
で
は
六
十
年
以
上
と
さ
れ

ま
す
が
、
木
材
の
腐
朽
や
虫
害
、
金
物
の

腐
食
、
漆
塗
の
劣
化
な
ど
、
各
部
の
傷
み

が
広
が
る
前
に
修
復
を
行
う
必
要
が
あ
り

ま
す
。

　
文
化
財
の
修
復
で
は
、
旧
来
と
同
様
の

素
材
と
伝
統
的
な
工
法
を
用
い
、
で
き
る

だ
け
元
の
部
材
を
活
か
し
た
復
元
が
求
め

ら
れ
ま
す
。
前
回
の
遷
宮
で
は
、
本
殿
御

屋
根
の
部
分
的
な
葺
き
替
え
、拝
殿
や
門
・

廻
廊
ほ
か
の
銅
板
葺
き
替
え
、
諸
建
造
物

の
漆
塗
り
な
ど
が
実
施
さ
れ
ま
し
た（
③

参
照
）。
こ
う
し
た
修
復
事
業
に
は
、
建

物
を
守
る
こ
と
に
加
え
修
復
技
術
の
継
承

と
い
う
点
で
も
大
き
な
意
義
が
あ
り
ま
す
。

　
近
年
で
は
桧
皮
な
ど
伝
統
的
な
素
材
の

安
定
供
給
も
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

鹽
竈
神
社
の
御
神
林
の
う
ち
二
二
・
三
ヘ

ク
タ
ー
ル
が
桧
皮
の
供
給
林
と
し
て
文
化

庁
に
よ
り
「
ふ
る
さ
と
文
化
財
の
森
」
と

し
て
設
定
さ
れ
て
お
り
、
こ
こ
か
ら
得
ら

れ
た
桧
皮
が
鹽
竈
神
社
ほ
か
文
化
財
建
造

物
の
修
復
に
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

御
修
復
は
貴
重
な
調
査
の
機
会

　
修
復
工
事
は
、
通
常
目
に
で
き
な
い
部

分
の
貴
重
な
調
査
の
機
会
と
も
な
り
ま
す
。

た
と
え
ば
前
回
の
遷
宮
で
は
、
本
殿
の
飾

金
物
の
裏
側
に
年
号
や
製
作
を
担
当
し
た

御
職
人
、
取
り
付
け
箇
所
な
ど
の
墨
書
が

み
ら
れ
た
ほ
か
（
④
参
照
、
墨
書
「
御
本

社
さ
す
つ
か
金
物
六
枚
之
内
、
宝
永
元
年

申
ノ
六
月
廿
二
日
」）、
随
身
門
二
階
の
梁

に
元
禄
十
年
（
一
六
九
七
）
九
月
二
十
六

日
の
日
付
と「
あ
わ
れ
さ
も　
だ
れ
に
か

た
ら
ん　
山
か
げ
の　
夕
日
す
べ
な
き
道

の
杣
か
げ
」と
の
和
歌
の
墨
書
も
確
認
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
ほ
か
、
改
造
の
痕
跡

な
ど
工
事
に
際
し
て
得
ら
れ
た
知
見
は
、

鹽
竈
神
社
の
歴
史
を
知
る
た
め
の
貴
重
な

手
が
か
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
六
回
に
わ
た
り
御
社
殿
や
境

内
の
変
化
に
触
れ
て
き
ま
し
た
が
、
時
代

を
こ
え
て
変
わ
ら
ず
に
継
承
さ
れ
て
き
た

も
の
の
多
さ
に
も
お
気
付
き
い
た
だ
け
た

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
最
後
に
、
機
会
を
賜
り
ま
し
た
塩
釜
法

人
会
様
に
改
め
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

Relay Talk
vol. 59

明
日
へ

明
日
へ

リ
レ
ー
ト
ー
ク

④金物裏の墨書

①左右宮仮殿遷座（平成22年）

②お木曳き（平成20年）

③桧皮の部分的な葺き替え（別宮本殿、平成22年）
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（7）令和7年3月17日 法　人　ニ　ュ　ー　ス （第361号）

【8Pパズル・熟語づくり（答え）  A…書、B…物】



令和7年3月17日（8）法　人　ニ　ュ　ー　ス（第361号）

〔新会員紹介〕R6.12.27～R7.2.28【加入4社】
入会者の公開範囲の選択により、広報紙等でご紹介できない会員、項目等があります。

【会報誌バックナンバー】  http://www.marine-blue.or.jp/news.html

あ
と
が
き

　
今
号
の
「
法
人
ニ
ュ
ー
ス
し
お
が
ま
」
も

お
楽
し
み
い
た
だ
け
ま
し
た
ら
幸
い
で
す
。

　
様
々
な
情
報
を
お
届
け
し
て
お
り
ま
す
の

で
、
ご
愛
読
い
た
だ
け
る
と
広
報
委
員
会
メ

ン
バ
ー
一
同
大
変
励
み
に
な
り
ま
す
。
令
和

七
年
も
早
く
も
3
か
月
が
過
ぎ
、
桜
の
開
花

予
想
も
発
表
さ
れ
、
い
よ
い
よ
春
本
番
。
新

た
な
出
会
い
や
挑
戦
の
機
会
が
広
が
る
季
節

と
な
り
ま
し
た
。
万
博
の
開
催
も
控
え
、
日

本
全
体
が
活
き
活
き
と
し
そ
う
で
す
ね
。
皆

様
に
と
っ
て
、
こ
の
春
が
心
豊
か
で
彩
り
あ

る
も
の
と
な
り
ま
す
よ
う
願
っ
て
お
り
ま
す
。

広
報
委
員
　
吉
木
　
由
美

塩
釜
法
人
会
は
、
塩
竈
市
・
多
賀
城
市
・
松
島

町
・
七
ヶ
浜
町
・
利
府
町
管
内
の
約
1
0
0
0

社
の
会
社
・
事
業
者
が
加
入
す
る
経
営
者
の
団

体
で
す
。

法
人
会
に
加
入
し
て
知
識
と
人
脈
を
広
げ
て
み

ま
せ
ん
か
？

１　

多
種
多
様
の
経
営
者
と
の
出
会
い
が
、

　
　

新
た
な
仲
間
づ
く
り
や
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ

　
　

ン
ス
に
繋
が
り
ま
す
。　

2　

各
セ
ミ
ナ
ー
、
研
修
会
や
著
名
人
に
よ

　
　

る
講
演
会
に
無
料
で
参
加
で
き
ま
す
。

3　

経
営
者
や
従
業
員
も
利
用
で
き
る
福
利

　
　

厚
生
制
度
が
充
実
し
て
い
ま
す
。

法
人
会
に
ま
だ
入
会
さ
れ
て
い
な
い
、
ご
近
隣

や
お
知
り
合
い
の
方
が
お
り
ま
し
た
ら
、
支
部

役
員
ま
た
は
事
務
局
に
ご
紹
介
下
さ
い
。

新
入
会
員
募
集

【作者紹介】株式会社ニコリ　
日本初のパズル専門誌「パズル通信ニコリ」を発行する
出版社。数独・クロスワードなど多種多様なパズルをメ
ディアへ提供するコンテンツメーカーでもある。パズル
ASP「ｅ-数独」をＢtoＢ向けにリリース。

辞 販
A

私

生
B

葉

体塩釜中央
多賀城
松　島
松　島

空調設備
介護

㈱Ｎ－ｓｙｓｔｅｍ
㈱breeze
佐藤空間開発㈲

大崎市
多賀城市新田字後11‒4
大崎市岩出山字細峯13‒154

遠藤 美香

伊東 信久

米川 修司

佐藤　 茂

所在地代表者 業　種支  部 名　　称

令和7年度定時総会を下記日程で開催いたします。
開催案内は後日送付します。

総会と併せて、記念講演・会員交流会も下記で開催します。
総会記念講演：午後2時00分～　講師： 藻谷 浩介氏
会員交流会：午後5時00分～

開催日時：６月11日（水） 午後3時30分～
会　　場：ホテルグランドパレス塩釡
　　　　　（塩竈市尾島町3‒5　☎ 367-1111）

お知らせ
日　　　時 名　　　称 会　　場

令
和
７
年

３月17日㈪

３月21日㈮

３月25日㈫

４月17日㈭

４月18日㈮

４月23日㈬

４月25日㈮

５月13日㈫

５月16日㈮

５月16日㈮

第２回　総務委員会

第４回　理事会

県連　第３回　理事会

新入社員セミナー

第１回　正副会長会議

第１回　広報委員会

第１回　理事会

県連　第１回総務委員会

県連　第１回理事会

六県連　第１回監査会

11：00

16：00

16：00

13：30

11：00

16：00

16：00

15：00

12：00

14：30

法人会事務所

マリンゲート塩釜マリンホール

江陽グランドホテル

塩釜商工会議所

法人会事務所

法人会事務所

マリンゲート塩釜ベイサイドルーム

仙台ビルディング

江陽グランドホテル

江陽グランドホテル

これからのスケジュールこれからのスケジュール

※
表
紙
写
真
提
供
／ 

鹽
竈
神
社
博
物
館

矢
印
の
方
向
に
２
文
字
の
熟
語
が
で
き
る
よ

う
に
、
A
・
Ｂ
に
あ
て
は
ま
る
漢
字
を
書
き

ま
し
ょ
う
。（
答
え
は
7
Ｐ
）

令和7年度 第14回定時総会

活
動
フ
ォ
ト

レ
ポ
ー
ト

第30回税に関する標語入選作品展示
（本塩釜駅アクア口）

2月13日（木）
青年部会  2月例会（サウナ例会）

2月13日（木）
女性部会  食品ロス削減事業
「こども食堂へ食品提供」

2月19日（水）
女性部会

ハーバリウムボールペン作り教室

2月7日（金）～2月14日（金）
第17回税に関する絵はがきコンクール

入賞作品展示（マリンゲートエントランスホール）

2月12日（水）～3月14日（金）
第30回税に関する標語作品展示
（マリンゲート確定申告会場）

2月14日（金）～3月14日（金）
第17回税に関する絵はがきコンクール

入賞作品展示（マリンゲート確定申告会場）

パ
ズ
ル
・
熟
語
づ
く
り


